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平
成
21
年
10
月
８
日
、
日
本
列
島
に

上
陸
し
た
台
風
18
号
は
各
地
で
被
害
を

も
た
ら
し
、
茨
城
県
で
は
龍
ケ
崎
市
等

で
竜
巻
が
発
生
し
、
住
宅
の
半
壊
や
屋

根
瓦
が
飛
ん
だ
り
す
る
な
ど
多
く
の
被

害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
取
手
市
に
お

い
て
も
床
下
浸
水
な
ど
の
被
害
に
見
舞

わ
れ
ま
し
た
。

　
災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。
県
南
総
合
防
災
セ
ン
タ
ー
で
は
、

平
常
時
に
お
い
て
防
災
に
関
す
る
「
防

災
講
演
会
」
や
「
救
急
講
習
会
」「
水
防

訓
練
」
な
ど
の
啓
発
活
動
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

　
特
に
年
少
か
ら
の
防
災
意
識
を
高
め

る
た
め
に
小
学
生
を
対
象
と
し
た
「
施

設
体
験
見
学
研
修
会
」
や
「
防
災
ポ
ス

タ
ー
展
示
会
」な
ど
の
啓
発
事
業
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

　
先
日
、
10
月
15
日
に
取
手
市
立
久
賀

小
学
校
４
学
年
37
名
の
児
童
が
施
設
体

験
見
学
に
訪
れ
ま
し
た
。

　
施
設
体
験
見
学
で
は
、「
小
貝
川
の
治

水
の
説
明
」「
防
災
セ
ン
タ
ー
の
概
要
説

明
」「
防
災
訓
練
の
重
要
性
の
ビ
デ
オ
上

映
」「
防
災
機
器
の
試
運
転
」「
消
火
器

の
実
演
」
を
行
い
、
防
災
の
必
要
性
を

感
じ
て
い
ま
し
た
。

　
防
災
セ
ン
タ
ー
で
は
、
施
設
体
験
見

学
を
随
時
受
付
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
希
望
の
方
は
県
南
総
合
防
災
セ
ン

タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
こ
の
時
季
は
空
気
が
乾
燥
し

火
災
が
発
生
し
や
す
い
た
め
火
の
取
り

扱
い
に
は
、
充
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
今
後
も
防
災
セ
ン
タ
ー
で
は
、
災
害

時
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
平
常
時
に
お
い

て
も
地
域
住
民
の
防
災
啓
発
の
た
め
、

様
々
な
啓
発
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

県南総合防災センター

防災について学びませんか

竜巻による被害・龍ケ崎市



【新たな分別品目】

不燃ごみ専用袋（もやせないごみ）

減
量
化
の
取
り
組
み

平成 21 年 11 月 26 日発行

　

常
総
環
境
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

平
成
21
年
10
月
８
日
、
台
風
か
ら

も
た
ら
さ
れ
た
風
速
30
ｍ
に
も
及

ぶ
強
風
に
よ
り
、
ご
み
焼
却
施
設

屋
上
の
防
水
シ
ー
ト
が
は
が
れ
、

一
部
飛
散
す
る
と
い
う
事
態
が
生

じ
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
後
の
雨

で
直
下
に
あ
る
ご
み
ピ
ッ
ト
天
井

部
分
で
雨
漏
れ
を
お
こ
し
、
中
に

あ
る
ご
み
ク
レ
ー
ン
の
ブ
レ
ー
キ

が
効
か
な
く
な
っ
た
り
、
一
時
停

電
に
な
る
な
ど
電
気
系
統
、
特
に

照
明
設
備
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま

し
た
。

　

環
境
セ
ン
タ
ー
の
屋
上
は
、
防

水
シ
ー
ト
に
覆
わ
れ
水
の
浸
入
を

防
ぐ
構
造
に
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
20
年
が
経
過
し
、
老
朽
化
が

進
ん
で
い
る
状
況
で
し
た
。

　

幸
い
、
今
回
の
台
風
の
被
害
で

は
、
ご
み
処
理
に
影
響
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
最
悪
の
場
合
、

焼
却
炉
の
停
止
に
も
な
り
か
ね
な

い
被
害
で
し
た
。
焼
却
炉
及
び
そ

の
周
辺
機
器
だ
け
で
な
く
、
建
屋

自
体
も
傷
ん
で
き
て
い
る
の
で
、

一
刻
も
早
い
新
施
設
の
完
成
が
待

た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
補
修
は
完
了
し
て

い
ま
す
。

【
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
】

　

生
ご
み
堆
肥
化
事
業
を
拡
大
す

る
う
え
で
効
率
的
に
事
業
を
推
進

す
る
た
め
、
協
力
世
帯
の
意
向
調

査
を
行
い
ま
し
た
。

○
実
施
時
期　

平
成
21
年
８
月

○
対
象　

モ
デ
ル
地
区
協
力
世
帯

（
守
谷
事
業
所
２
，
５
３
４
世
帯
）

○
回
収
率　
　

69
％

○
内
容

問
１　

参
加
理
由

・
環
境
に
良
い
90
％

問
２　

バ
ケ
ツ
の
使
用
状
況

・
臭
い
が
気
に
な
ら
な
い
63
％

問
３　

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
回
収

・
協
力
す
る
74
％

問
４　

バ
ケ
ツ
袋
無
料
配
布
廃
止

・
協
力
す
る
59
％

問
５　

共
用
の
バ
ケ
ツ
回
収

・
協
力
す
る
45
％

問
６　

生
ご
み
処
理
機
の
使
用

・
使
っ
た
こ
と
が
無
い
77
％

問
７　

生
ご
み
処
理
機
の
不
使
用

・
う
ま
く
堆
肥
が
で
き
な
い
45
％

問
８　

そ
の
他
の
意
見

・
可
燃
ご
み
が
減
っ
て
良
か
っ
た

・�

大
変
良
い
事
業
な
の
で
積
極
的

	

に
推
進
し
て
ほ
し
い

・
財
政
的
に
成
り
立
つ
の
か

・
堆
肥
が
ほ
し
い

・
回
収
方
法
は
戸
別
収
集
が
良
い

・
袋
は
有
償
で
も
よ
い

	

今
後
の
事
業
推
進
に
役
立
た

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

	

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

今
後
は
常
総
広
域
圏
全
体
の
事

業
と
し
て
推
進
し
て
い
く
た
め
、

施
設
の
拡
大
、
分
散
化
や
ス
テ
ー

の
が
、
新
た
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

容
器
包
装
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
廃

蛍
光
管
の
３
種
類
が
加
わ
り
ま
す
。

新
た
な
３
種
類
の
ご
み
の
出
し

方
・
収
集
方
法
は
、

○
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装

　

�

条
件
…
指
定
さ
れ
た
物
で
汚
れ

が
な
い
物

　

出
し
方
…
指
定
袋

　

収
集
方
法
…
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集

○
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

　

�

条
件
…
キ
ャ
ッ
プ
と
ラ
ベ
ル
を

取
り
除
く

　

出
し
方
…
指
定
袋

　

収
集
方
法
…
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集

○
廃
蛍
光
管

　

�

条
件
…
そ
の
ま
ま
の
形
で
壊
さ

ご
み
減
量
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
設
置

　

ご
み
の
減
量
化
、
資
源
化
に
広

く
意
見
を
聴
取
し
、
市
民
が
積
極

的
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
、
広
域
圏
の
ご
み
減
量
化
及

び
資
源
化
の
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す

る
た
め
、
各
市
よ
り
消
費
者
、
生

産
者
及
び
販
売
者
の
そ
れ
ぞ
れ
か

ら
代
表
者
を
１
名
づ
つ
選
出
し
、

12
名
の
委
員
に
よ
る
委
員
会
を
設

け
、
行
政
部
局
か
ら
は
、
衛
生
担

当
部
長
、
課
長
及
び
企
画
担
当
課

長
に
よ
る
幹
事
会
や
各
市
の
衛
生

担
当
係
長
と
組
合
の
担
当
者
に
よ

る
ワ
ー
キ
ン
グ
に
よ
り
、
市
民
参

加
に
よ
る
官
民
一
体
と
な
っ
た
ご

み
減
量
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
平
成

21
年
５
月
18
日
に
設
置
し
ま
し
た
。

①
新
分
別
区
分
へ
の
移
行

　

平
成
24
年
度
の
新
施
設
稼
働
に

あ
わ
せ
て
常
総
広
域
圏
内
で
は
、

５
種
13
分
別
か
ら
16
分
別
へ
と
変

更
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
数
回

に
わ
た
り
、
そ
の
主
な
変
更
点
と

注
意
点
を
皆
様
に
お
伝
え
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

今
回
は
そ
の
第
１
回
目
と
い
う

こ
と
で
、
今
ま
で
不
燃
ご
み
と
し

て
回
収
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
不

燃
ご
み
と
し
て
も
含
め
新
た
に
４

種
類
に
分
か
れ
る
こ
と
を
お
知
ら

じ ょ う そ う 第44号（2）

せ
し
ま
す
。

　

新
分
別
区
分
と
し
て
、
今
ま
で

不
燃
ご
み
と
し
て
回
収
さ
れ
た
も

な
い

　

出
し
方
…
そ
の
ま
ま

　

収
集
方
法
…
公
民
館
等
拠
点
収
集

に
な
り
ま
す
。

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
と

は
、
食
料
品
や
日
用
品
の
商
品
を

入
れ
た
物
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の

容
器
・
包
装
物
で
あ
っ
て
、
商
品

が
消
費
さ
れ
る
と
不
要
に
な
る
物

で
汚
れ
が
つ
い
て
い
な
い
物
で

す
。
収
集
範
囲
は
現
在
検
討
中
で

す
。

②
生
ご
み
堆
肥
化
モ
デ
ル
事
業

　

循
環
型
社
会
の
形
成
を
進
め
る

こ
と
で
ご
み
の
資
源
化
・
減
量
化

を
図
る
た
め
の
施
策
の
一
つ
と
し

て
、
生
ご
み
堆
肥
化
事
業
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ

る
水
分
を
多
く
含
ん
だ
生
ご
み
を

可
燃
ご
み
か
ら
分
別
回
収
し
別
処

理
を
す
る
こ
と
で
、
可
能
な
限
り

資
源
化
を
行
い
ご
み
の
焼
却
量
を

減
ら
す
こ
と
を
目
標
に
推
進
す
る

も
の
で
す
。

　

現
在
、
常
総
広
域
で
は
、
守
谷

事
業
所
と
取
手
事
業
所
の
２
事
業

所
に
お
い
て
、
生
ご
み
堆
肥
化
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
施
設
の
概
要
】

○
守
谷
事
業
所

・
施
設
稼
働　

平
成
20
年
４
月

・
処
理
規
模　
　

日
量
３
・
８
ｔ

・
型
式　
　

堆
積
方
式
（
通
気
型
）

・
平
成
20
年
度
実
績　

　

協
力
世
帯
数　

１
，
５
３
０
世
帯

　

生
ご
み
回
収
量　
　

２
４
３
ｔ

○
取
手
事
業
所

・
施
設
稼
働　

平
成
21
年
４
月

	

（
取
手
市
よ
り
移
管
）

・
処
理
規
模　
　

日
量
１
・
５
ｔ

・
型
式　
　

堆
積
方
式
（
Ｅ
Ｍ
）

・
平
成
20
年
度
実
績　

　

協
力
世
帯
数　

１
，
３
０
６
世
帯

　

生
ご
み
回
収
量　
　
　

82
ｔ

　

現
在
の
環
境
行
政
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
温
室
ガ
ス
発
生
抑
制
や
資
源

の
リ
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
環
境
保
全
の
た
め
、
早
急
に
循
環
型
社
会
を
構
築

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

常
総
広
域
で
も
、
今
後
の
人
口
増
加
等
に
伴
う
ご
み
の
増
加
に
対
応
す

る
た
め
、
構
成
市
民
の
代
表
者
が
参
画
し
た
「
ご
み
減
量
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
設
置
し
、
現
行
の
５
種
13
分
別
か
ら
５
種
16
分
別
の
実
施
に
よ
る

資
源
化
の
促
進
、
す
で
に
実
施
し
て
い
る
生
ご
み
堆
肥
化
の
推
進
強
化
に

よ
る
可
燃
ご
み
の
削
減
等
の
具
体
的
な
減
量
化
・
資
源
化
の
内
容
を
検
討

し
、
施
策
を
展
開
し
て
い
く
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

シ
ョ
ン
収
集
等
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
き
ま
す
が
、
現
施
設
に
お
け

る
モ
デ
ル
協
力
世
帯
が
計
画
に
達

し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

す
で
に
実
施
し
て
い
る
モ
デ
ル

地
域
の
中
で
「
や
っ
て
み
よ
う
」

と
思
わ
れ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
ら
お
住
ま
い
の
市
役
所
環

境
課
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

環
境
セ
ン
タ
ー
屋
上

防
水
シ
ー
ト
被
害
写
真

台
風
に
よ
る
被
害

台
風
に
よ
る
被
害

【
平
成
20
年
度
守
谷
事
業
所
の

生
ご
み
収
集
処
理
状
況
】

【
モ
デ
ル
地
区
協
力
世
帯
計
画
】

常 総 市
協力世帯	 （世帯） 113	
回収量	 （㎏） 31 , 2 7 0	
１世帯１日平均排出量	 （ｇ） 758	

守 谷 市
協力世帯	 （世帯） 843	
回収量	 （㎏） 138 , 5 3 0	
１世帯１日平均排出量	 （ｇ） 450	

つくばみらい市
協力世帯	 （世帯） 482	
回収量	 （㎏） 73 , 4 4 0	
１世帯１日平均排出量	 （ｇ） 417	

計
協力世帯	 （世帯） 1 , 4 3 8	
回収量	 （㎏） 243 , 2 4 0	
１世帯１日平均排出量	 （ｇ） 463	

（単位：世帯）
区　　分 H21 22 23 24 25 26

常 総 市 400	 400	 800	 1,000	 1,200	 1,400	

取 手 市 2,306	 2,500	 3,200	 3,500	 3,800	 4,200	

守 谷 市 2,000	 2,450	 2,900	 3,300	 3,700	 4,100	

つくばみらい市 800	 800	 1,200	 1,400	 1,600	 1,800	

計 5,506	 6,150	 8,100	 9,200	 10,300	 11,500	

コップ、瀬戸物など…割れ物類
かばん、靴など…皮革・ゴム製品
ＣＤ、ナイロンたわしなど…容器包装以外のプラスチック製品
ドライヤー、電気かみそりなど…小型家電製品
その他、これまで不燃ごみで収集された物でプラ容器、ＰＥＴ、
蛍光管のいずれにも該当しない物

ご
み
減
量
化
の
推
進

ご
み
減
量
化
の
推
進

※取手市については平成 21年度より参加　※協力世帯数は年間平均値です

PETボトル

蛍光管（有害ごみ）

プラスチック製容器包装

不燃ごみとして残る物



歳入
56億7802万円

分担金及び負担金
46億9577万円
（82.7％）

使用料及び手数料
2億8542万円
（5.0％）

組合債
1920万円
（0.3％）

繰越金
5億3900万円
（9.5％）

諸収入
1億3863万円
（2.5％）

歳出
53億3538万円

衛生費
22億301万円
（41.3％）

消防費
21億8695万円
（41.0％）

総務費
1億631万円
（2.0％）

公債費
3億437万円
（5.7％）

諸支出金
1億9437万円
（3.6％）

民生費/教育費/議会費
 8822万円（1.6％）
 201万円（0.1％）
 85万円（0.1％）

土木費
2億4929万円
（4.6％）

平成 21 年 11 月 26 日発行

　

ご
み
処
理
施
設
の
整
備
は
、
一

般
的
に
設
計
と
施
工
を
併
せ
て
行

う
性
能
発
注
方
式
が
採
用
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

第
三
次
ご
み
処
理
施
設
に
つ
い

て
も
性
能
発
注
方
式
に
よ
り
発
注

し
て
お
り
、
契
約
後
、
発
注
仕
様

書
に
基
づ
き
請
負
者
が
設
計
を

行
っ
て
図
面
化
す
る
も
の
で
す

が
、
こ
の
作
業
に
お
い
て
、
組
合

が
求
め
る
性
能
、
条
件
が
確
保
さ

れ
る
か
、
安
全
性
、
作
業
性
な
ど

に
配
慮
さ
れ
て
い
る
か
等
の
技
術

審
査
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。　

　

第
三
次
ご
み
処
理
施
設
建
設
工

事
は
、
平
成
20
年
度
か
ら
平
成
23

年
度
の
４
ヶ
年
で
新
施
設
を
建
設

し
、
新
施
設
稼
働
後
に
既
存
施
設

を
解
体
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
㈱

タ
ク
マ
と
工
事
契
約
を
締
結
し
て

お
り
ま
す
。　
　

　

平
成
20
年
度
は
、
工
事
着
手
の

初
年
度
と
し
て
設
計
図
書
を
作
成

し
な
が
ら
、
建
設
位
置
に
あ
た
る

運
動
公
園
内
の
児
童
遊
具
や
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
の
一
部
の
撤
去
、
植
栽

の
伐
採
、
現
環
境
セ
ン
タ
ー
内
の

仮
設
計
量
機
の
設
置
な
ど
の
準
備

工
事
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
新
施
設
の
シ
ス
テ
ム
の

安
全
性
や
事
業
費
な
ど
の
妥
当
性
に

つ
い
て
検
証
す
る
た
め
、
12
月
よ
り

工
事
を
一
旦
中
断
し
ま
し
た
。

　

検
証
業
務
に
つ
い
て
は
公
平
性
を

保
つ
た
め
、
第
三
者
機
関
で
あ
る

公
的
機
関
で
、
機
種
選
定
・
入
札
・

契
約
に
至
る
経
緯
、
更
新
と
基
幹

改
修
の
比
較
選
択
、
契
約
内
容
の

確
認
、
施
設
の
処
理
シ
ス
テ
ム
の

安
全
性
の
検
証
、
建
設
費
に
係
る

検
証
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

検
証
の
結
果
、
契
約
内
容
の
適

正
、
更
新
の
必
要
性
、
処
理
シ
ス

 （3）第44号 じ ょ う そ う

分担金及び負担金：	構成4市からの負担金
使用料及び手数料：	 	常総運動公園・白寿荘の施設使用料、

自動販売機設置使用料等、ごみ処理・
危険物取扱手数料

　　　　　繰越金：	前年度繰越金
　　　　　諸収入：	 	銀行預金利子、資源物・廃プラスチッ

ク固形燃料売払代、高速道路救急業務
支弁金　等

　　　　　組合債：	 	ごみ処理施設更新事業の借入金

歳出内容

歳入内容

　

常
総
環
境
セ
ン
タ
ー
で
は
、
セ
ン
タ
ー
の
周
辺
、
主
に

煙
の
流
れ
る
３
方
向
各
１
㎞
・
２
㎞
地
点
を
７
箇
所
、
及

び
比
較
参
考
の
た
め
圏
域
内
各
地
６
箇
所
、
計
13
箇
所
に

つ
い
て
、
大
気
は
年
４
回
、
土
壌
は
年
１
回
の
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
類
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
焼
却
施
設
の
排

出
ガ
ス
等
は
年
２
回
行
い
、
い
ず
れ
も
基
準
値
を
下
回
り

ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
大
気
環
境
調
査

　

秋
期
と
冬
期
に
高
い
の
は
、
空
気
が
乾
燥
し
て
い
る
た

め
、
浮
遊
し
て
い
る
粉
塵
量
が
多
く
、
そ
の
粉
塵
に
付
着

し
て
い
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
が
検
出
さ
れ
る
た
め
に
高
く

な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
周
辺
の
平
均
値
が
０
・
11
ピ
コ

グ
ラ
ム
、
圏
域
内
各
地
の
平
均
値
が
０
・
11
ピ
コ
グ
ラ
ム
で
、

国
の
環
境
基
準
値
０
・
６
ピ
コ
グ
ラ
ム
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

■
土
壌
環
境
調
査

　

周
辺
平
均
値
が
18
・
４
ピ
コ
グ
ラ
ム
で
、
国
の
環
境
基

準
値
１
，
０
０
０
ピ
コ
グ
ラ
ム
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

■
排
出
ガ
ス
中
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
調
査

　

各
炉
の
平
均
値
が
０
・
０
９
３
ナ
ノ
グ
ラ
ム
で
、
国
の

排
出
基
準
値
１
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

■
焼
却
灰
、
焼
却
飛
灰
中
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
調
査

　

焼
却
灰
の
平
均
値
が
０
・
０
０
０
６
８
ナ
ノ
グ
ラ
ム
、
焼

却
飛
灰
の
平
均
値
が
０
・
29
ナ
ノ
グ
ラ
ム
で
、
排
出
規
制

値
３
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

平
成
20
年
度
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
調
査
結
果

大気及び土壌環境調査結果
（単位　土壌：ピコｇ－ TEQ/ ｇ　大気：ピコｇ－ TEQ/㎥）

測定場所 土壌濃度
大気濃度

年平均 春期 夏期 秋期 冬期
センター周辺７箇所平均値 18.4 0.11 0.031 0.028 0.18 0.21
参考地区平均値 0.11 0.028 0.027 0.20	 0.19
環境基準値 1,000	 0.6

排出ガス等調査結果
（単位　排ガス：ナノｇ－ TEQ/㎥ N　焼却灰及び焼却飛灰：ナノｇ－ TEQ/ｇ）

区分 排出ガス 焼却灰 焼却飛灰1号炉 ２号炉 ３号炉 平均
１回目 0.075 0.050	 0.059	 0.061	 0.0013 0.35
２回目 0.13 0.11 0.14 0.13 0.000069 0.22
平均 0.10 0.080	 0.10	 0.093	 0.00068 0.29

排出規制値 1 3
※	センター周辺地区：保食神社、清滝寺、大円寺、地域子育て支援センター、
香取神社、正安寺、大野小学校
※	参考地区：守谷小学校、常総市役所、取手市役所、藤代庁舎、つくばみらい
市役所伊奈庁舎、谷和原庁舎

テ
ム
の
安
全
性
、
建
設
費
に
つ
い

て
の
妥
当
性
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
不
在
で
あ
っ
た
施
工
監

理
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
後
任
の
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
選
定
に
お
け
る

基
準
や
技
術
者
の
評
価
と
業
務
実

績
、
技
術
力
、
財
政
力
な
ど
の
審

査
業
務
を
行
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
構
成
団
体
の
財
政
負

担
の
低
減
を
図
る
た
め
、
建
設
費

の
削
減
、
維
持
管
理
費
の
削
減
、

シ
ス
テ
ム
の
安
全
性
向
上
、
建
設

請
負
業
者
・
施
工
監
理
業
者
へ
の

技
術
指
導
を
実
施
す
る
た
め
、
第

三
者
機
関
に
業
務
を
発
注
し
て
お

り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
更
新
事
業
に
対
す

る
検
証
業
務
に
よ
り
、
平
成
20
年

12
月
か
ら
平
成
21
年
5
月
ま
で
の

工
事
の
中
断
や
再
開
後
の
調
査
業

務
、
実
施
設
計
、
許
認
可
申
請
に

係
る
協
議
な
ど
に
よ
り
約
１
年
間

の
工
期
延
長
が
生
じ
、
施
設
竣
工

は
平
成
23
年
３
月
か
ら
平
成
24
年

３
月
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
工
事
は
、
平
成
21
年
12

月
の
実
施
設
計
、
許
認
可
の
申
請

等
の
手
続
き
を
経
て
、
来
年
１
月

の
本
体
工
事
の
着
工
に
向
け
て
９

月
か
ら
支
障
物
移
転
等
の
新
施
設

建
設
に
伴
う
造
成
工
事
に
着
手
し

て
い
ま
す
。

　

環
境
セ
ン
タ
ー
に
御
用
の
あ
る

方
は
、
本
格
的
な
工
事
に
よ
り
構

内
が
大
変
狭
く
な
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
現
場
係
員
の
指
示
に
従
っ

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、児
童
遊
園
、

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
全
８
面
の
内
の
１

面
及
び
練
習
コ
ー
ト
が
利
用
で
き

な
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

利
用
者
の
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
て
お
り
ま
す
が
、
引
き

続
き
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

第
三
次
ご
み
処
理
施
設
の
進
捗
状
況

平成20年度決算の概要
　平成２０年度常総地方広域市町村圏事務組合の一般会計歳入歳出決算は、歳入５６億７８０２万円（対前年比４.８％減）、歳出５３億
３５３８万円（対前年比１.７％減）となり、歳入と歳出の差引額は３億４２６４万円となりました。

議 会 費：議会関係の運営費
総 務 費：総括的運営調整経費、職員共同研修経費、公平委員
	 会・監査・防災センターの運営経費等
民 生 費：白寿荘の管理運営経費、障害者支援施設管理経費、
	 白寿荘建替事業費
衛 生 費：常総環境センター管理運営経費、ごみ処理施設更新
	 事業費、最終処分場建設事業費
土 木 費：常総運動公園の管理運営経費
消 防 費：消防の管理運営経費
教 育 費：教育委員会運営経費、視聴覚ライブラリー管理運営経費
公 債 費：組合借入償還金
諸支出金：常総環境センター建設基金
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《
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
の
部
》

〈
男
子
団
体
〉
参
加
12
校

優　

勝　

藤
代
南
中
学
校（
取
手
市
）

準
優
勝　

藤
代
中
学
校
（
取
手
市
）

三　

位　

小
絹
中
学
校（
つ
く
ば
み
ら
い
市
）

三　

位　

永
山
中
学
校
（
取
手
市
）

〈
男
子
個
人
〉
参
加
35
組

優　

勝　
神
之
田
・
冨
澤
組（
藤
代
南
中
）

準
優
勝　

葛
西
・
横
張
組
（
戸
頭
中
）

三　

位　

入
澤
・
石
浜
組（
藤
代
南
中
）

三　

位　

柳
葉
・
石
井
組
（
戸
頭
中
）

〈
女
子
団
体
〉
参
加
14
校

優　

勝　
け
や
き
台
中
学
校
（
守
谷
市
）

準
優
勝　

愛
宕
中
学
校
（
守
谷
市
）

三　

位　
御
所
ケ
丘
中
学
校
（
守
谷
市
）

三　

位　

取
手
東
中
学
校
（
取
手
市
）

〈
女
子
個
人
〉
参
加
42
組

優　

勝　
國
府
田
・
重
田
組（
け
や
き
台
中
）

準
優
勝　
増
田
・
久
保
田
組
（
愛
宕
中
）

三　

位　
川
上
・
海
老
原
組（
け
や
き
台
中
）

三　

位　

近
藤
・
山
下
組（
け
や
き
台
中
）

◆
硬
式
テ
ニ
ス
大
会

平
成
21
年
10
月
11
日
（
日
）

〈
男
子
の
部
〉（
参
加
33
組
）

優　

勝　

青
山
・
名
畑
組
（
ｍ
＆
ｍ
）

準
優
勝　

松
好
・
忠
鉢
組
（
ｍ
＆
ｍ
）

三　

位　

金
永
・
高
田
組
（
ｍ
＆
ｍ
）

三　

位　

深
野
・
森
組
（
T
T
C
）

〈
女
子
の
部
〉（
参
加
18
組
）

優　

勝　

倉
持
・
黒
田
組
（
柏
葉
）

準
優
勝　

喜
瀬
・
高
橋
組
（
ｍ
＆
ｍ
）

三　

位　

外
山
・
永
田
組
（
戸
頭
Ｔ
Ｃ
）

三　

位　

鈴
木
・
細
江
組
（
ｍ
＆
ｍ
）

◆�

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

（
10
月
29
日
）

〈
男
子
〉

優　

勝　

沼
尻　

一
男（
常
総
市
）

準
優
勝　

昆
野　
　

博（
取
手
市
）

三　

位　

中
山　
　

耕

（
つ
く
ば
み
ら
い
市
）

〈
女
子
〉

優　

勝　

原
田
ヒ
サ
子（
取
手
市
）

準
優
勝　

小
菅
は
る
江（
守
谷
市
）

三　

位　

佐
藤　

徳
子（
取
手
市
）

◆
中
学
校
対
抗
球
技
大
会

（
８
月
18
・
19
・
20
・
21
・
22
日
）

《
野
球
の
部
》（
参
加
23
校
）

優　

勝　
取
手
第
一
中
学
校（
取
手
市
）

準
優
勝　

藤
代
南
中
学
校（
取
手
市
）

三　

位　

坂
東
南
中
学
校（
板
東
市
）

三　

位　

猿
島
中
学
校
（
板
東
市
）

《
サ
ッ
カ
ー
の
部
》（
参
加
19
校
）

優　

勝　

坂
東
南
中
学
校（
板
東
市
）

準
優
勝　

鬼
怒
中
学
校
（
常
総
市
）

三　

位　

水
海
道
中
学
校（
常
総
市
）

三　

位　
御
所
ケ
丘
中
学
校
（
守
谷
市
）

場�

所
：
藤
代
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

多
目
的
グ
ラ
ン
ド
、
県
南
総
合

防
災
セ
ン
タ
ー

◆
白
寿
囲
碁
大
会
（
９
月
４
日
）

　
　

参
加
者　

83
名

Ａ
級

優　

勝　

浅
井　

忠
彦

（
つ
く
ば
み
ら
い
市
）

準
優
勝　

近
藤　

剛
彦（
坂
東
市
）

三　

位　

上
岡　
　

明

（
つ
く
ば
み
ら
い
市
）

Ｂ
級

優　

勝　

宇
都
宮
茂
夫

（
つ
く
ば
み
ら
い
市
）

準
優
勝　

上
野　

敏
一

（
つ
く
ば
み
ら
い
市
）

三　

位　

石
塚　
　

丞（
常
総
市
）

Ｃ
級

優　

勝　

中
山　

文
夫（
坂
東
市
）

準
優
勝　

島
田　

恵
助（
坂
東
市
）

三　

位　

遠
藤
公
志
郎（
坂
東
市
）

◆
敬
老
福
祉
大
会
（
10
月
２
日
）

　
　
　
　
　

参
加
者　

１
７
０
名

午
前
の
部　

福
祉
講
演
会

講�

師　

茨
城
県
地
球
温
暖
化
防
止

活
動
推
進
員　

塚
原
圭
子
先
生

講
話　
「
江
戸
の
生
活
に
学
ぶ
環

境
問
題
」
を
江
戸
時
代
の
庶
民
の

生
活
と
現
在
の
日
常
生
活
を
寸
劇

に
よ
り
紹
介
し
な
が
ら
、
現
在
の

使
捨
て
の
生
活
か
ら
リ
サ
イ
ク
ル

を
し
て
最
後
ま
で
使
切
る
循
環
型

生
活
の
進
め
と
、
ご
み
の
減
量
化

推
進
に
よ
る
地
球
温
暖
化
防
止
に

つ
い
て
の
講
演
を
皆
さ
ん
笑
顔
で

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

午
後
の
部　

白
寿
の
ど
自
慢
民
謡

大
会
入
賞
者
、
白
寿
カ
ラ
オ
ケ
大

会
入
賞
者
の
発
表
を
行
い
そ
の

後
、
芸
能
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し

て
バ
ン
ド
演
奏
、
舞
踊
、
民
謡
等

で
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

○
取
手
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

℡
０
２
９
７
（
73
）
３
０
１
０

○�

守
谷
市
介
護
福
祉
課
高
齢
福
祉

グ
ル
ー
プ

　

℡
０
２
９
７
（
45
）
１
１
１
１

○
つ
く
ば
み
ら
い
市
介
護
福
祉
課

　

℡
０
２
９
７
（
58
）
２
１
１
１

○
坂
東
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

℡
０
２
９
７
（
35
）
４
８
１
１

小
学
生
な
わ
と
び
競
技
大
会

《
開
催
日
》
２
月
28
日
（
日
）

《
種
目
》
時
間
と
び
、
二
重
と
び

《
対
象
者
》
圏
域
内
の
小
学
生

《�

申
込
方
法
》
参
加
申
込
書
を
小

学
校
に
提
出

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
フ
ェ
ア
の
開
催

　

取
手
市
に
お
い
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す
。

　

取
手
市
で
は
展
示
や
販
売
な
ど

様
々
な
催
し
を
計
画
し
て
お
り
、

常
総
広
域
で
も
環
境
や
防
災
に
関

す
る
催
し
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

環
境
に
関
す
る
催
し
と
し
て

・
製
造
し
た
堆
肥
の
配
布

・�

野
菜
の
販
売
等
を
多
目
的
グ
ラ

ン
ド
に
お
い
て
予
定

防
災
に
関
す
る
催
し
と
し
て

・
防
災
ポ
ス
タ
ー
展
示

・�

非
常
食
の
試
食
販
売
等
を
県
南

総
合
防
災
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
環
境
・
防
災

に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

日
時
：
平
成
21
年
11
月
28
日（
土
）

午
前
10
時
～
午
後
２
時

《
開
催
日
》
２
月
５
日
（
金
）

《�

内
容
》
白
寿
荘
が
依
頼
し
た
講

師
に
よ
り
出
品
さ
れ
た
作
品
の

審
査
を
行
い
、
作
品
の
講
評
、

実
技
指
導
を
行
い
ま
す
。
な
お
、

出
品
作
品
は
２
月
12
日（
金
）
ま

で
会
議
室
で
展
示
い
た
し
ま
す
。

《�

募
集
作
品
》
各
市
約
10
点
（
１

人
２
点
ま
で
）軸
装（
仮
表
装
可
）

で
お
願
い
し
ま
す
。

《�

募
集
期
間
》
12
月
24
日
～
１
月

13
日

《
開
催
日
》
２
月
19
日
（
金
）

《�

内
容
》
日
頃
の
練
習
の
成
果
を

発
表
し
、
皆
様
で
競
っ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

《
募
集
人
員
》
各
市
約
15
名

《�

募
集
期
間
》
１
月
４
日
～
１
月

20
日

《
開
催
日
》
３
月
12
日
（
金
）

《�

内
容
》
日
頃
の
カ
ラ
オ
ケ
練
習

の
成
果
を
発
表
し
、皆
様
で
競
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

《
募
集
人
員
》
各
市
約
15
名

《�

募
集
期
間
》
１
月
20
日
～
２
月

10
日白

寿
荘
行
事
申
込
窓
口

○
常
総
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

℡
０
２
９
７
（
23
）
２
２
３
３

募
集
・
お
知
ら
せ

常
総
運
動
公
園

結

果

報

告

県
南
総
合

　
　
防
災
セ
ン
タ
ー

白
寿
の
ど
自
慢
民
謡
大
会

組　

合　

議　

会　

報　

告

常
総
地
方
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー「
白
寿
荘
」

白
寿
カ
ラ
オ
ケ
大
会

◇
組
合
議
会
臨
時
会
（
５
月
18
日
）

・
事
業
報
告
に
つ
い
て

　

�（
組
合
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
対
策
、
ご
み
減
量
化
の
取
り
組

み
、
施
工
監
理
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
選
定
状
況
、
ス
ー
パ
ー
バ
イ

ザ
ー
の
導
入
に
つ
い
て
、
平
成
20
年
度
周
辺
大
気
土
壌
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
類
調
査
結
果
の
報
告
）

・
平
成
21
年
度
組
合
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）（
可
決
）

　

�（
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
業
務
委
託
に
伴
う
、
歳
入
歳
出
２
千
万
を
増

額
し
、
予
算
総
額
93
億
６
千
５
百
36
万
１
千
円
と
し
た
）

◇
議
会
全
員
協
議
会
（
７
月
30
日
）

・�

第
三
次
ご
み
処
理
施
設
更
新
事
業
に
係
る
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
業

務
の
導
入
に
伴
う
内
容
の
検
討

・
第
三
次
ご
み
処
理
施
設
建
設
工
事
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
に
つ
い
て

・
住
民
監
査
請
求
の
結
果
に
つ
い
て

◇
組
合
議
会
臨
時
会
（
７
月
30
日
）

・
専
決
処
分
事
項
の
承
認
に
つ
い
て
（
承
認
）

　

�（
国
の
人
事
院
勧
告
に
伴
う
給
与
改
定
に
準
じ
る
改
正
で
あ
り
、
６

月
期
末
勤
勉
手
当
の
支
給
月
数
を
引
き
下
げ
る
内
容
）

・
購
入
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
（
可
決
）

　

�（
水
海
道
消
防
署
に
配
備
予
定
の
消
防
高
規
格
救
急
自
動
車
の
購
入
）

・�

組
合
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て
（
選
任
同
意
）

　
（
岡
野
敏
氏
を
再
任
）

◇
議
会
全
員
協
議
会
（
８
月
31
日
）

・�

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
業
務
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
の
安
全
性
向
上
、
建

設
請
負
業
者
・
施
工
監
理
業
者
へ
の
技
術
指
導
、
維
持
管
理
費
の

削
減
に
つ
い
て
協
議

・�

ご
み
減
量
化
に
伴
う
、
ご
み
減
量
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
協
議
状
況

報
告

・
白
寿
荘
建
替
事
業
計
画
に
伴
う
指
定
管
理
者
候
補
者
の
報
告

◇
組
合
議
会
臨
時
会
（
10
月
２
日
）

・
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結
（
可
決
）

　

�（
第
三
次
ご
み
処
理
施
設
建
設
工
事
の
契
約
額
を
１
億
２
千
４
百
１

３
万
１
千
円
減
額
し
、
工
期
を
平
成
25
年
３
月
31
日
と
１
年
延
長

し
た
）

・
平
成
21
年
度
組
合
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）（
可
決
）

　

�（
第
三
次
ご
み
処
理
施
設
建
設
事
業
の
工
事
費
32
億
９
千
３
百
19
万

２
千
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
60
億
７
千
２
百
16
万
９
千
円
と
し

た
）

白
寿
書
道
展


